
       

 

 

見学旅行を終えて 

 

シンガポール・マレーシア班    

1 組担任 一岡 祐生 

 

マレーシア・シンガポールへは、SGH（コズモプロ

ジェクト選択者）41 名、SSH（コズモサイエンスⅠ選

択者）29 名の 70 名が参加。5 泊 6 日の日程は、オー

ストラリア班と異なり終日団体行動。普段はほとん

どない団体行動にも、逸脱する事なく元気いっぱい

の団体旅行だった。一日がかりの移動も、期待と不

安を抱きつつも、日常からの開放感を味わいそれぞれの時間を過ごせた。しばしば生じる心配事

も、経験豊富な生徒がそれらを退治し、自分たちで解決！到着も深夜であったが、ホテル前の市

場を横目に眠たい目をこすりながら、無事チェックインできた。 

マレーシア滞在は 2 日間。イスラム文化や東南アジアの空気に触れ、異文化圏に来たことを実

感。午後からはコース別。SGH ではピューター体験で錫製品のお土産をゲット。SSH では森林研

究所にて実際に森林を歩く。途中、昆虫（アリなど）や植物を見ながら、事前情報を超える自然

の深さに言葉を失いつつもトレッキングをこなした。翌日のマラヤ大学では、学生と交流したり、

簡単なキャンパスツアーでちょうど卒業シーズンの学生に遭遇。もっと大学の深部まで潜入でき

るとよかった。その後、田舎へ赴きカンポンビジット。少人数グループで家庭にお邪魔し日常を

体験。班ごとに下車する時の決意と不安の表情と、バスに戻ったときの達成と安心の表情のギャ

ップは印象的だった。最も多いコメントは「カレーおいしかった」。 

シンガポールへ移動したのは 4 日目。市内研修の後、動物園にてナイトサファリ。当然ながら

すべての解説は英語。特にその影響を感じさせないほどの楽しみ様で、いい勉強になったのでし

ょう。大騒ぎのサファリツアーに同乗したインド系のお客さんに

同情。最終日は、旅行のメイン「YaleNUS 学生へのプレゼンと市

内研修（班ごと）」。少し疲労の色は見えたがしっかりとコミュニ

ケーションし、達成感と満足感の顔が並んでいた。最後の帰国の

日になって体調不良者は出たが、全員そろって帰国する事はでき

た。一日がかりの移動で、解散も深夜になってしまい、生徒・家

庭に負担をかけてしまった。準備・出発・帰国と、多くの見送り

と出迎えなどの支えがあった。本当にありがとうございました。 

滞在中もスマホはしっかりと手放さなかった生徒たち。リアル

タイムでオーストラリアや日本ともやりとりできることに時代を

感じた。 

 

        
 

       わたし、アナタ、min-na 学校だより 

        そのすがたがうれしい 
№５ 

2018年11月13日 市立札幌開成中等教育学校便り 

〒065-8558 札幌市東区北22条東21丁目1-1 

TEL 011-788-6987(代表) FAX 011-781-5629 

HP http://www.kaisei-s.sapporo-c.ed.jp/ 

 

 

http://www.kaisei-s.sapporo-c.ed.jp/


       

 

オーストラリア班 

                       ４組担任 前多 隆志 

 

10 月 17 日（水）新千歳空港国際線ターミナル

14：00 集合。12：30 くらいにちらほら生徒の姿が

見られ、13：00 の 1 時間前ではほとんどの生徒が

集まっていたように思えた。空港のロビーで出発式

をおこない、生徒 77 名全員が健康状態良好でスタ

ートできた。 

新千歳空港を出発し約 4 時間のフライトで香港国

際空港に到着、1 時間くらいフリータイムがあったが、すでにお土産を購入している者もいて驚

き。 

10 月 18 日（木）香港国際空港から約 9 時間のフライトでシドニー空港に到着。気温 20℃くら

い、湿度が低く大変過ごしやすい陽気であった。空港を出発しシドニー工科大学に到着。ウェル

カムセッションではオーストラリアに関する問題が出され、最低賃金が時給 1,900 円くらいであ

ることやコアラの離乳食は母親の糞だとか様々、中々興味のあることが多かった。その後、大学

生の案内でキャンパスツアーをし、バスで 1 時間くらい移動後ホストファミリーとご対面、みん

な緊張した面持ちで各家庭へ。 

10 月 19 日（金）23℃快晴であった。その日一日エッピングボーイズハイスクールにお世話に

なりました。学校見学をした後、サイエンスプレゼンテーションを各グループに分かれておこな

った。ランチはエッピングの生徒が焼いたソーセージをまいたホットドッグを食べ、午後はバス

ケットボールやテニス、ハンドボール（玉つきゲーム）を一緒におこなった。バスケットボール

ではエッピングの生徒がダンクシュートをきめ、体格の違いに圧倒された。最後に異文化交流を

おこなった。日本のアニメやお寺などを紹介、お土産に持ってき

た抹茶のお菓子をあげたり、けん玉を披露したりして交流を深め

た。 

10 月 20 日（土）29℃大変暑い日であった。夕方雷雨。この日

はホストファミリーと一日過ごす日であった。ショッピングに行

った人やプールで泳いだ人、パーティをおこなった人など様々で

あったみたい。 

10 月 21 日（日）20℃晴のち曇り。オーストラリア最終日、ホ

ストファミリーとお別れをし、一同フェザーデール動物園へコアラ・カンガル

ー・ワラビーなどを見学しシドニー市街へ移動。昼食を摂ったあと班別の自由散

策スタート。 

22：20 シドニー空港発の飛行機に乗り、香港・羽田を経由し新千歳へ。 

10 月 22 日（月）18：00 新千歳空港到着。全員無事に帰国しました。 

 

 

 

 

 

   


